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1．研究目的

　 2002年に現行の学習指導要領に基づ く教育

課程が実施され、完全学校週 5 日制の 導入 、
「総

合的な学習の 時間」 の実施、絶対評価へ の移行

など、学校教育が大き く変化 して い る。「個」に

応じた指導や特色ある学校づくりによ り取 り組

み の 多様化が進み、競争原理 に基づいて選択機

会を創出する動きもある 。

　 こ の よ うな学校教育の変化 （た とえば、教科

内容の削減や競争原理の導入など）は、母親た

ちにどの よ うなインパ ク トを与え 、 また 、 その

結果として母親たちはどの よ うな対処を行っ て

いるの だろ うか 。 こ の点につ い て 、悩みや不安

の経年変化や、それぞれの 悩みや不安をもつ 母

親の属性分析か ら検討する こ とが、本研究の 目

的である。

　本発表で は、まず、  小
・中学生の子どもをも

つ母親が どの ようなタイプの悩み や不安を抱え

て い るかを類型化する。次に、  それ らが、2002

年の教育改革の 前後で どの ように変化したのか

を探 り、最後に、  悩みや不安のタイプと保護

者の属性の 関連を分析する。

2 ．謂査概要

  第 1回調査

【対象】首都圏 （東京都、埼玉県、千葉県、神

奈川県）の 小 3 〜中3 の 子 どもをも つ 保護者

4、718名 （配布数 8，380名、回収率 56，3％）。

※分析で は 、 母親 （4，　475名）を対象とした 。

【時期】 1998年 12月

【方法】学校通 し に よる家庭で の質問紙調査

  第 2回調査

【対象】首都圏 （東京都、埼玉県、千葉県、神

奈川県）、地方都市 （四国地方の県庁所在地）、

郡部 （東北地方） の 小 1〜中 3 の 子 どもをもつ

保護者 9，857名 （配布数 13，228名 、 回収率

74．5％）。

※分析で は、第 1回調査との経年比較を行 うた

め、首都圏の 小 3〜中 3 の 子ど もをもつ 母親

（4，896名）を対象とした。

※対象 （調査協力校）は第 1 回とほぼ同じで あ

る。

【時期】2002年 9月

【方法】学校通 しによる家庭で の 質問紙調査

3．調査結果

（1）悩みや不安のタイプ

　最初に、悩みや不安の有無につ い て聞い た 質

問か ら、第 1 回調査 と第 2 回調査で共通する 29
項 目を抽出して 因子分析を行 っ た。そ の 結果 、

両調査とも に、ほぼ同様の 因子を得る こ とがで

きた 。

　  しつ け の悩み……しつ けの 仕方、食事の し

つ け、挨拶・お礼の習慣、子 ども との 接し方、ほ

め方 ・しか り方 、 性格 現在の 態度や様子

　  生活習慣の 悩み
……翌 日の学校の 用 意や準

備、学校の宿題や予習・復習、整理整頓・片づけ、
TV ゲー

ムやマ ンガな どの 遊び、歯磨き ・手洗

い の 習慣

　  学習 進 学の悩み……受験準備 、 子どもの進

路 、 勉強の成績

　  子 どもの友だち関係の悩み……友だちとの

かかわ り、学校生活の様子

　  不登校・遅刻の悩み
……行きしぶ り

・
不登校、

遅刻

  ア レル ギ
ー

の悩み
……

アレルギー、食の安

全性

  非行遊びの 悩み
……ゲー

ムセ ンタ
ー・カ ラ

オケな どの遊び、お金 の使い方

　 これ以降は、比較的選択される割合の高か っ

た  〜  の 悩みや不安を中心 に検討する。

  悩みや不安の経年変化

　悩みや不安の経年変化 （98年 → 02年）をみた

と こ ろ、以下の ような結果が得 られた。

　  しつ けの悩み…… 「ほめ方 ・しか り方」 「子

どもとの接 し方」を選択する比率が減少 し、
「子

どもの性格、現在の態度や様子」 の 比率が高ま

っ て い るが、全般的にみ て 横ばい の傾向を示 し

て い る。

　  生活習慣の悩み
…… 5項目の すべ てで、学

年を問わず増加 して い る 。 とくに、「翌 日の学校

の 用意や準備」 「整理整頓・片づけ」 とい っ た几

帳面さを求め る 項目で 、各学年 10ポイン ト程度

増えて い る。

　  学習 進 学の悩み…… 「受験勉強」 「子 ども

の 進路」 を選択する比率が高ま っ て い る。とく

に、小 5 ・6、中 3 と い っ た受験 を控える学年で

増加 の割合が大 き い。しか し、「勉強 の 成績」を
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悩みに思う母親は、減少して い る 。

　  子どもの友だち関係の悩み
……

学年によ り

多少の違いはあるが、概ね横ばい である。

｛3｝悩み ・不安タイプ別の母親の属性

　それ では、どの ような保護者が、どの よ うな

悩みや不安を抱えて い るの だろうか。つ づ い て 、

第 2回調査 の デ
ー

タを用 い て、それぞれ の悩み

や 不安の程度を、子どもの性、学年、出生順位、

父母の学歴、母親の職業な どの項目とクロ ス し

て検討した 。

  しつ けの悩み
……子どもの学年が上昇する

とともに、また、第 1子 → 第 3子以降の 順で、

こ の タイプの悩みは減少する。さ らに 、 三世代

同居世帯の母親は、こ のタイプの悩みが少な い 。

自分の子育て 行為を通 した経験や母親以外に子

育て の 工
一

ジ ェ ン トがい る と、しつ けの 悩みは

少な くなる。他の タイプの 悩み よ りも子育て全

般の 楽しさと の相関が高く、しつ けに悩んで い

る母親は、子育て を 「楽しくない」 と回答する

傾向が強い。

　  生活習慣 の 悩み
……学年段階や出生順位と

の関連は弱い 。 子育て の慣れ の 問題と い うよ り

も、子どもの能力や陸格などに付随する悩みだ

か らで あろ う。男子の母親に多い悩みで ある 。

また 、常勤の母親に、こ のタイブの悩みをもつ

者が多く、

一
定時間以上、直接ケアできるか ど

うかが悩み の発生に関連 して い る 。 高学歴の母

親、経済的ゆとりがある母親に、こ の タイプの

悩み をもつ 者が少な い 。

　  学習進 学の悩み
……子ど もの学年が上が

る とともに 、 著 しく増加する。また、学習時間

が長いほどこのタイ プの悩みが増加するが、こ

れは勉強しない こ とへ の悩み というよ りも、進

路選択上 の 悩みであるためだろう。専業主婦の

母親、父母 ともに高学歴の ケース で 、そ うでな

い場合よりも悩ん で お り、階層間の格差が大き

い 。

　  子 どもの 友だち関係の悩み……こ の 悩みが

多い の は、第 1子 （〉第 3子以降）、専業主婦 （〉

パ
ー

トやフ リー〉常勤）、父母非大卒 （〉父母大

卒）の 母親で ある 。

｛4｝教育不安を高めた保護者の特徴

　最後に、こ こ数年で教育不安を高めた保護者

の 特徴に つ い て 考察した い。前述 したよ うに、

教育に関する悩みや不安の なか で も、こ の 数年

で とくに高まっ たの は、生活習慣に関連する も

の と、学習 ・進学に関するもの の 2 つ で ある 。

そ こ で、それぞれか ら特に変化が大きか っ た 2

項目 （「翌日の学校の 用意や準備」 「整理整頓 ・

片づ け］ 「子 ども の 進路」 「受験勉強」）を抽出し

て、属性別のデ
ー

タを経年で比較 した。

　そ の結果、生活習慣に 関連する 2 項目は、属

性別 に 目立っ た変化はみ られなか っ た 。 すなわ

ち、学校別、地域別、学年別、教育費別、中学

受験希望別、希望学歴別、通塾別、母親の職業

別な どの項 目につ い て 、 ほぼ全般的に悩みが増

加する傾向がみ られ た 。

　 しか しなが ら、「子 どもの進路」 「受験勉強」

は、異な る様相を呈 した。こ の 2 項 目につ い て

不安を高めて い る保護者は、以下の特徴が ある。

  小 5 ・6 、中 3 とい っ た受験に直面する学年

の保護者、  中学受験を 「させる 」、もしくは、

「まだ決め て い な い 」保護者、

  進学塾に通学させ て い る保護者 、   教育費を

多額に負担して い る保護者 （ただ し 5万円以上

の 高額になると、不安は弱 まる）が有意に多か

っ た。前回調査に おい て も進路や受験 に対して

不安の 高い保護者は、高学年に多か っ た り、中

学受験 をさせ た り、そのため の塾に通わせた り、

そ の 結果、多くの 教育費を負担 した りする傾向

があ っ た。しか し、こ の 4 年間でその 傾向はさ

らに強まっ たとい える 。

　　　　　 図 ： 不安感×教育費 （平均）

　　　　 子ど もの将来 を考え る と、習 い 事や 塾に通
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　そ の 顕著な例が、教育費の変化である。図は

「子 どもの 将来を考える と、 習い事や塾に通わ

せない と不安で ある」という質問の回答 （「とて

もあて はまる 」 〜 「ぜんぜんあて はまらない 」

の 4 段階評定）別 に、教育費 の 平均月額 を経年

で示 したもので ある。教育不安の 高い保護者は

負担する額を増や して いるが、そ うでない保護

者は減 らす傾向がみ られ、両者の差が拡大して

い る。こ の ような動向は、教育に熱心な保護者

とそ うでな い保護者に よ り、一
段と子どもの学

習に格差が生 じる可能性を示唆して い る。
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